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学習評価

学習評価
【評価基準】

学習のねらい（目標）
＝育成したい資質・能力

・多様な評価＝客観的な評価＝信頼
・評価結果の共有＝継続的・協働的な教育

児童の学習状況
・授業中の様子（発言、記述）
・テスト ・行動 ・作品 等

Check

指導計画の
作成

Plan

授業や指導
計画の改善

教育活動の
実施（指導）

Action

Do

児童の実態

指導の結果
＝ 指導と

評価の
一体化



指導要録とは

【法的根拠】
学校教育法施行規則
第24条 校長は、その学校に在学する児童等の指導要録を作成
しなければならない。
② 校長は、児童等が進学した場合においては、その作成に係
る当該児童等の指導要録の抄本又は写しを作成し、これを進学
先の校長に送付しなければならない。
③ 校長は、児童等が転学した場合においては、その作成に係
る当該児童等の指導要録の写しを作成し、その写し及び前項の
抄本又は写しを転学先の校長、保育所の長又は認定こども園の
長に送付しなければならない。

学籍に関する記録 指導に関する記録

20年 ５年

公簿



学籍に関する記録

1 児童の氏名，性別，
生年月日及び現住所

2 保護者の氏名及び現住所
3 入学前の経歴
4 入学・編入学等
5 転入学
6 転学・退学等
7 卒業
8 進学先
9 学校名及び所在地
10 校長氏名印，

学級担任者氏名印



指導に関する記録

観点別学習状況

評定

「特別の教科 道徳」
の記録

（文章記述）

「外国語活動」の記録
（文章記述）

「総合的な学習
の時間」の記録
（文章記述）

「特別活動」
の記録

（文章記述）

行動の記録

総合所見及び
指導上参考となる
諸事項（文章記述）

出欠の記録



各教科・科目の目標や内容に照らして、児童の実現状況がど
のようなものであるかを観点ごとに評価し、児童の学習状況を
分析的に捉えるもの。

指導に関する記録

観点別学習状況

①知識・技能
②思考・判断・表現
③主体的に学習に取り組む態度

三段階で評価
A：十分満足できる
B：おおむね満足できる
C：努力を要する



指導に関する記録

三段階で評価
３：十分満足できる
２：おおむね満足できる
１：努力を要する

観点別の学習状況の評価をもとに、
総括的な学習状況を示すため、小学
校は第３学年以上の学年で、三段階
の評定を行う。

評定



指導に関する記録

「特別の教科 道徳」の記録

「外国語活動」の記録

「総合的な学習の時間」の記録

学習状況や道徳性に係る成長の
様子を継続的に見取り、とくに
顕著な状況を文章で端的に記述

評価の観点に照らして、児童に
どのような力が身に付いたかを
文章で端的に記述

評価の観点に照らして、児童に
どのような力が身に付いたかを
文章で端的に記述



指導に関する記録

【評価の観点例】
○特別活動における「評価の観点及びその趣旨」をもとにした例
・よりよい生活を築くための知識・技能
・集団や社会の形成者としての思考・判断・表現
・主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度

○社会参画に重点化を図った例
・多様な他者と協働するために必要な知識・技能
・集団や社会をよりよくするための思考・判断・表現
・主体的に集団活動や生活をよりよくしようとする態度

「特別活動」の記録 各学校が自ら定めた特別活
動全体に係る評価の観点を
記入した上で、各活動・学
校行事ごとに、評価の観点
に照らして十分満足できる
活動の状況にあると判断さ
れる場合に○印を記入する。

評価体制
の確立



指導に関する記録

【項目】
・基本的な生活習慣 ・思いやり・協力
・健康・体力の向上 ・生命尊重・自然愛護
・自主・自律 ・勤労・奉仕
・責任感 ・公正・公平
・創意工夫 ・公共心・公徳心

※各学校で項目の追加も可

行動の記録

項目を設定し、各項目
の趣旨に照らして十分
満足できる状況にある
と判断される場合に○
印を記入する。



指導に関する記録

総合所見及び指導上参考となる諸事項

以下の事項等について、箇条書き等により端的に記述

①各教科や外国語活動，総合的な学習の時間の学習に関する所見
②特別活動に関する事実及び所見
③行動に関する所見
④児童の特徴・特技、学校内外におけるボランティア活動など社会
奉仕体験活動、表彰を受けた行為や活動、学力について標準化さ
れた検査の結果等指導上参考となる諸事項

⑤児童の成長の状況にかかわる総合的な所見

※④のうち、児童の特徴・特技や学校外の活動等については、
今後の学習指導等を進めていく上で必要な情報に精選して記述



指導に関する記録

「備考」の記入内容
・出席停止・忌引等の日数に関する特記事項
・欠席理由の主なもの
・遅刻、早退等の状況その他の出欠に関する特記事項等

出欠の記録 健康観察簿
出席簿



通知表とは

【法的根拠】→なし

児童の学習状況を保護者と
共有

学校と家庭で連携した教育

通知表作成の意義

成績等＝個人情報

取扱要注意



各教科の指導に関する記録

評価の観点（各教科共通）
「知識・技能」
「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」

・評価：３段階
・評定：３段階



その他の記載事項

（文章で記入）
・外国語活動の記録
・総合的な学習の時間の記録
・特別の教科 道徳の記録

（その他）
・特別活動の記録
・行動の記録
・出席の記録
・身体の記録
・所見

児童の良いところを
認め、励ます



おわりに

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

学年末の評価＝指導要録

学期末の評価＝通知表

単元の評価

日々の授業における評価

次の学年へ

評価＝良さの発見

指導へ活かす


